
施設防災訓練実施結果報告書

お客様： 名

参加者：山口 幸子（防火管理者）武藤 優一（自衛消防隊長）関本智恵美（通報・誘導） 施 設 名 ：日本福祉介護サービス

田村 光子（初期消火・誘導）鈴木 寿美子（搬出係）本名 浩子（誘導班） 実施年月日 ：令和３年５月２０日

佐々木 将純（誘導）上杉 弘美（写真・時間） 実施時間 ：１０時３０分～１１時１５分

訓 練 項 目 訓 練 報 告 書 時間 訓練写真

情報伝達訓練 ・ 火災発生の確認

・ 消防署等への通報

火災発生確認（訓練計画は別紙記載）

① 関本が、 部屋マルチタップ火災を発見し、すぐ呼びかけをする

消防署へ連絡

② 田村応援初期消火するものの、消火失敗

③ 田村より、自衛消防隊長へ報告

入所者避難

④ 自衛消防隊長より、 部屋～ 部屋要救助者確認誘導を指示、避難誘導係り 名にて対応

同刻１ ホール避難誘導開始

避難終了の確認及び入所者の安全確保

⑤ お客様、職員全員の安全確保を確認自衛消防隊長より、防火管理者へ報告

⑥ 防火管理者講和

【内容】

避難までの時間は、 分 秒でした。

消防署の方より、避難時間を 秒でも縮める事が出来れば、人命が助かる確率が上がると聞

いています。次回訓練時は、“より早く安全に”を目標に、お客様、職員協力していきまし

ょう。

応急対応訓練

訓練

自衛消防隊長より、 訓練実施

⑦ 要救助者発見から、声かけの方法

⑧ 人工呼吸についての説明・実演

⑨ 使用方法 別紙案内に沿いながら説明実演

⑩ 質疑応答・実演

訓練写真

防災機器点検

⑪ 消火器・スプリンクラー・避難口の確認を実施

① 時 分

② 時 分

③ 時 分

④ 時 分

⑤ 時 分

⑥ 時 分

秒

⑦ 時 分

⑧ 時 分

⑨ 時 分

⑩ 時 分

⑪ 時 分

・ 消防設備等の点検

・ 初期消火

消防設備の操作

及び消火訓練

・ 防火戸等の作動

・ 排煙口の作動

・ 非常電源の作動確認

・ 屋内消火栓による消火

・ 入所者の避難

避難誘導訓練 ・ 避難終了の確認及び

入所者の安全確保

施設利用者の一

時的な 屋外 避難

スペースの設営訓

練

他施設･避難所へ

の移送、受入

応急対応訓練

※ 訓練


